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　私はこのフッドリバー市への訪

問で、初めてのホームステイに挑

戦しました。訪問する前から、言

葉や文化の面で心配事がたくさん

あり、苦しい場面も数え切れない

ほど直面しました。

　最も苦労したのは言葉です。い

つも受けている英語のリスニング

テストのような英語とは全く違

い、現地の英語は話すスピードが

とても速く、言葉同士を繋げて話

していて、言葉を省略されている

ことが多かったです。そのため聞

き取ることさえ難しく、仲間と協

　3月13日から19日までの日程で、鶴田町の中学2年生6人が姉妹都市米国オレゴン州フッドリバー市を訪問

しました。生徒たちは遠く離れた土地で、言語や文化の違いに期待と不安を抱きながらも、多くのことを

学び、交流を深めてきました。

　今回はフッドリバー市を訪問した生徒たちの体験記をご紹介します。

初めての

ホームステイ

 佐藤　天音 

力しながらコミュニケーションを取っていました。

　ホストファミリーの方々がとても親切にしてくれた

おかげで、滞在期間が楽しく、行って良かったと心か

ら思うことができました。

　今回の経験は自分にとってかけがえのないもので、

自分が知らなかった未知の世界を見せてくれました。

この経験を大切にしていきたいと思います。

友好の絆を深めた姉妹都市交流友好の絆を深めた姉妹都市交流
～第 36 回中学生大使フッドリバー訪問団体験記～～第 36 回中学生大使フッドリバー訪問団体験記～
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訪問団の主な行程

3 月 13 日
フッドリバー到着、マルトノマの滝を訪問、ホスト

ファミリーがお出迎え、ウェルカムパーティ

3 月 14 日 ホストファミリーと中学校に登校し、授業を受ける

3 月 15 日
ホストファミリーと中学校に登校し、授業を受ける

マウントフッドスキー場でスキーに挑戦

3 月 16 日

レイ・ヤスイさんのお墓参り

フレンドシップ公園に桜の植樹

シリオレストランで料理教室

ホストファミリーとボウリング・フリータイム

全てのホストファミリーと中学生でBBQ

3 月 17 日
ホストファミリーとフリータイム

ポートランド観光

3 月 18 日 フッドリバーを出発

3 月 19 日 帰国、解団式

　今回の7日間でフッドリバー訪

問で、私はたくさんの貴重な経験

をすることができました。

　最初は「自分の英語は通じるの

かな」「会話できるのかな」とい

う不安がとてもあり、緊張してい

ましたが、フッドリバー市の方々

が笑顔で私たちを歓迎してくれ

て、とてもうれしかったです。

　次の日からは、中学校に通った

り、スキーに行ったり、バーベキ

ューをしたりなどのいろいろなこ

とを体験しました。その中でも特

に心に残っていることはポートラ

ンドでのショッピングです。見慣
 貴田　杏南 

フッドリバーでの

思い出

れない本や文具、雑貨やお菓子ばかりでとても楽しか

ったです。

　フッドリバーを訪問して、改めて「笑顔」「Thank 

you」はすごく大切だと実感しました。2つがあれば言

語の壁を乗り越えられるということは、とても素敵な

ことだと思います！

　今回フッドリバーに訪問するに

あたって、なるべくアメリカの人

と話をしようということと、アメ

リカと日本の文化の違いを探すこ

とを目標にしていました。

　実際アメリカに行くと周りの人

がみんな英語で話をしていて最初

は気弱になってしまいましたが、

だんだん慣れてくると自分の知っ

ている単語やジェスチャーを使い

ながらコミュニケーションをとる

ことができました。

　そして文化の違いについては、 佐藤　道 

食事はパンが主食だったこと、授業はデジタル化が日

本より進んでいるという違いを見つけることができま

した。

　今回このような機会を与えて下さった鶴田町長様は

じめ役員のみなさん、引率してくださったみなさん、

ホストファミリーのみなさんや家族には感謝の気持ち

でいっぱいです。本当にありがとうございました。
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　8月に来町するフッドリバー市からの訪問団を迎え入れて下さるホストファミリーを募集しています。

　フッドリバー市民の方々と交流し、生活を共にすることは、ご家族にとってもかけがえのない体験にな

ります。興味のある方は、どうぞお気軽にお申し込み、お問い合わせください。

●滞在期間 （予定）

　8月 3日（土）～ 8日（木）までの 5泊 6日

●内容

　宿泊場所と食事の提供、歓迎会への出席、集合・解散場所までの送迎等をお願いします。

　今回の訪問は初めての海外で日

本で旅をするよりも楽しく、学べ

るものもたくさんありました。

　僕は前から洋楽などを聴くのが

好きで、ホストファミリーの人た

ちと好きなアーティストが合った

ときの興奮はたまりませんでし

た。なので、外国人みたいに英語

をペラペラに話す人はかっこよく

見えて憧れが強くなりました。

　ホームステイの最初は緊張でな

かなか話が進まず、翻訳機械を多

用していましたが、後半は日本に

ついてや家族についての話などで

盛り上がりました。

最高の思い出

のフッドリバー

　今回の訪問で私は日本とフッド

リバーの違いを学ぶことができま

した。

　1つ目は学校についてです。日

本の学校よりも校則が少なく、自

由さがあり楽しそうでした。また、

セキュリティ対策が強固でびっく

りしました。

　2つ目は食べ物についてです。

ハンバーガーのハーフサイズがハ

ーフとは思えないサイズだった

り、ピザのサイズがとても大きか

ったりと全てがアメリカンサイズ

ですごかったです。

フッドリバーで

の思い出

■問い合わせ先 ： 企画交流課 交流係　☎：0173-22-2111（内線263）

 渋谷　実莉  松江　伶恩 

　中学生大使の訪問は5年ぶりで少し緊張していた所

もありましたが、ホストファミリーの方々が温かく迎

えてくださり、とても楽しいものとなりました。日本

とは違う文化や言語に実際に触れるという貴重な体験

ができてよかったです。

　最後にアメリカで感じたことは、とても親切な所で

す。上手に英語を話せなくても、「OK、OK」と受け入

れてくれました。なのでまたアメリカに行く機会があ

ったらぜひ行きたいです。

もたくさんあり、ずっと歩いていても飽きませんでし

た。また、急な坂道も多くあり、下の方の町がよく見

えるのも綺麗で、街並みだけでもこんなに違うのかと

驚きました。

　フッドリバーへの訪問は私にとって初めてのことが

たくさんあり、とても良い経験になりました。一生の

思い出を作れて良かったです。

　私はフッドリバーへ行き、日本

との違いにすごく驚きました。街

並み、家、学校など見るもの全て

が新鮮でとても面白かったです。

　なかでも学校は、日本とは全然

違いました。学級というものがな

く、自分で教室に移動しました。

どの授業も一つの机に4、5人が座

り班活動をしているみたいで楽し

かったです。スマホの持ち込みな

ども許可されていて、とても自由

に感じました。

　街並みにも日本との違いを感じ

ました。道路がとても広く、自然

海外を経験し

てみて

 澁谷　華 

フッドリバー訪問団のホストファミリーになってみませんか?フッドリバー訪問団のホストファミリーになってみませんか?

※受入期間などについて、お気軽にご相談ください。

42024年（令和6年）5月号



一
般

質
問

3月定例会

議会の

 議決された 議

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
、
人
口
減

少
が
加
速
す
る
中
、
喫
緊
の
課
題
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
個
々

の
お
墓
を
管
理
す
る
後
継
者
不
在
が

増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
後
継
者
不
在
が

増
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
課
題
は
、
合
葬
墓

施
設
の
開
設
に
よ
っ
て
全
て
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
月
定
例
会
一
般
質
問
の

要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
で
は
今
、
火
葬
場
の
整
備
計
画

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
火
葬
場
と
、

宗
派
抜
き
と
し
た
合
葬
墓
施
設
の
整

備
計
画
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

①
火
葬
場
と
、
合
葬
墓
施
設
の
同
時
整
備

に
つ
い
て

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
に
火
葬
場
整

備
基
本
構
想
を
策
定
し
、
既
存
の
火
葬

場
は
昭
和
47
年
の
建
設
か
ら
半
世
紀
以

上
が
た
ち
、
現
在
の
耐
震
基
準
や
環
境

基
準
な
ど
に
鑑
み
て
、
新
た
な
施
設
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
、
施
設
の
仕
様
等

や
そ
れ
ら
に
基
づ
く
必
要
な
施
設
面
積

及
び
用
地
面
積
の
算
出
、
各
種
事
業
費

の
算
出
、
新
施
設
の
供
用
開
始
に
至
る

ま
で
の
年
次
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
青
森
市
、

弘
前
市
、
八
戸
市
お
よ
び
十
和
田
市
の

４
市
に
お
い
て
既
に
合
葬
墓
を
整
備
、

供
用
開
始
済
み
で
あ
り
、
つ
が
る
市
と

藤
崎
町
が
令
和
６
年
度
中
に
供
用
開
始

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
６
市
町
の
整
備
状
況
を
見
ま

す
と
、
い
ず
れ
も
公
営
墓
地
内
に
合
葬

墓
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

近
隣
の
つ
が
る
市
で
は
約
１
，
３
７
０

人
分
の
収
納
を
可
能
と
し
、
公
営
墓
地

の
一
部
分
を
造
成
、
整
地
し
た
場
所
に

納
骨
室
と
合
葬
室
を
整
備
し
、
事
業
費

約
７
千
万
円
を
要
し
て
お
り
、
藤
崎
町

で
は
１
千
人
分
の
収
納
を
可
能
と
し
、

公
営
墓
地
内
の
一
般
墓
地
区
画
の
う
ち

10
区
画
分
を
改
め
て
合
葬
墓
と
し
て
整

備
し
、
事
業
費
約
１
，
５
０
０
万
円
を

要
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
お
寺
の
状
況
や
考
え
を

確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
檀

家
の
み
対
象
や
宗
派
を
問
う
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
数
年
前
か
ら
境
内
で
永
代

供
養
を
実
施
し
て
い
る
お
寺
が
多
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

近
年
の
お
墓
の
管
理
者
や
後
継
者
不
足

の
問
題
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
危

惧
し
て
お
り
、
公
営
墓
地
や
合
葬
墓
に

つ
い
て
は
将
来
的
に
は
必
要
で
は
な
い

か
と
の
見
解
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
財
政
状
況
が
大
変
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
将
来
的

な
お
墓
の
管
理
問
題
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
に
も
努

め
な
が
ら
、
合
葬
墓
に
つ
い
て
の
検
討

も
進
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

火
葬
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
火
葬
場

整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
が
、
合
葬
墓
に
つ
い
て

は
公
営
墓
地
整
備
の
必
要
性
と
併
せ
て

今
後
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

議案第5号 令和6年度鶴田町一般会計予算案

議案第6号
令和6年度鶴田町国民健康保険特別会計予算

案

議案第7号 令和6年度鶴田町水道事業会計予算案

議案第8号 令和6年度鶴田町下水道事業会計予算案

議案第9号 令和6年度鶴田町学校給食特別会計予算案

議案第10号 令和6年度鶴田町第1財産区特別会計予算案

議案第11号 令和6年度鶴田町第2財産区特別会計予算案

議案第12号 令和6年度鶴田町介護保険特別会計予算案

議案第13号
令和6年度鶴田町後期高齢者医療特別会計予算

案

議案第14号
令和5年度鶴田町一般会計補正予算（第10号）

案

議案第15号
鶴田町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例案

議案第16号

鶴田町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例案

議案第17号 鶴田町介護保険条例の一部を改正する条例案

議案第18号
鶴田町空家等対策協議会条例の一部を改正す

る条例案

議案第19号
鶴田町道路法施行条例の一部を改正する条例

案

議案第20号
鶴田町営住宅設置及び管理条例の一部を改正

する条例案

議案第21号
鶴田町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部を改正する条例案

議案第22号
鶴田町水道事業給水条例の一部を改正する条

例案

議案第23号 鶴田町教育委員会教育長の任命について

議案第24号
令和5年度鶴田町一般会計補正予算（第11号）

案

議員提出議

案第１号

旧富士見小学校売却問題特別委員会の設置に

関する決議案

長
内 

齋 

議
員

所
属
会
派　

政
心
会

① 

火
葬
場
と
、
合
葬
墓
施
設
の
同
時

整
備
に
つ
い
て

　令和6年第1回鶴田町議会定例会が、3月

7日から3月15日までの会期9日間で開かれ

ました。

　今定例会では、議案21件について審議

が行われ、原案どおり議決（可決20件、

同意1件）されました。

　

町
民
生
活
課
長
の
意
見
を
ひ
と
つ
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
町
民
生
活
課
長

　

個
人
的
な
見
解
と
し
て
も
、
近
年
の

少
子
化
等
で
墓
じ
ま
い
を
し
て
い
る
状

況
が
増
え
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
将
来
的
な
お
墓
の
管
理
問
題
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
必
要
と
な
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
火
葬
場
整
備

に
つ
い
て
は
火
葬
場
整
備
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

き
、
合
葬
墓
に
つ
い
て
は
公
営
墓
地
整

備
の
必
要
性
と
併
せ
て
今
後
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（再
々
質
問
）

　

こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
に
し
て
も
、

町
民
が
ど
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る

か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
検
討
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

案
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

令
和
５
年
５
月
に
五
類
へ
移
行
し
、

も
う
す
ぐ
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
鶴
田
町
の
経
済
状
況

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

人
口
減
少
の
坂
道
を
緩
や
か
に
す
る

た
め
に
は
、
２
人
目
、
３
人
目
の
子
ど

も
を
望
む
方
が
、
次
の
子
ど
も
を
生
も

う
と
一
歩
踏
み
出
せ
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

相
川
町
長
が
考
え
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

鶴
田
町
に
お
い
て
、
中
学
校
の
部

活
動
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な

っ
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
＝
町
長

①
鶴
田
町
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

　

青
森
財
務
事
務
所
発
表
の
県
内
経
済

情
勢
報
告
で
は
、
１
月
判
断
を
持
ち
直

し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
個
人
消
費
は

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
等
の
販
売
額
が
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
持
ち
直

し
て
い
る
、
生
産
活
動
は
電
子
部
品
等

小
関 

優 

議
員

所
属
会
派　

政
優
会

② 

子
ど
も
を
２
人
目
、
３
人
目
生
め

る
環
境
へ

③ 

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

① 

鶴
田
町
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

議 会 の 窓

④ 

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

が
持
ち
直
し
の
動
き
に
一
服
感
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
足
踏
み
の
状
況
に
あ

り
、
雇
用
情
勢
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し

つ
つ
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
県
商
工
会
連
合
会
の
中

小
企
業
景
況
調
査
で
２
月
に
報
告
さ
れ

た
要
約
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
頃

と
比
べ
、
緩
や
か
に
回
復
傾
向
に
あ
る

と
判
断
で
き
、
僅
か
な
が
ら
で
も
好
転

や
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、
原
材
料
価
格

や
仕
入
価
格
の
上
昇
、
人
件
費
の
増
加

と
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
低
成
長
な

い
し
横
ば
い
の
傾
向
が
続
く
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
同
様
と
捉
え
て
お

り
、
昨
年
５
月
の
感
染
症
５
類
移
行
後

は
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
な
ど
が
再
開
さ

れ
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
外
出
も
増
え
て

お
り
、
商
品
券
の
給
付
や
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売
な
ど
に
よ
り
消
費
行

動
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
者

全
体
の
好
転
に
は
至
ら
ず
、
物
価
高
な

ど
に
よ
る
先
行
き
不
安
も
あ
り
、
景
気

回
復
へ
の
好
材
料
が
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
の
交
付
金
、

県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
た
施
策
を
含

め
、
町
民
に
対
し
て
必
要
な
経
済
支
援

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
後
継
者

が
お
ら
ず
、
高
齢
の
た
め
廃
業
す
る
事

業
者
が
近
年
増
え
て
い
る
状
況
も
あ
り

ま
す
の
で
、
創
業
、
事
業
承
継
を
後
押

し
す
る
た
め
の
支
援
を
検
討
す
る
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

事
業
経
営
者
が
必
要
と
す
る
支
援
に
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
子
ど
も
を
２
人
目
、
３
人
目
生
め
る
環

境
へ

　

現
在
町
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
環

境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
、
誕
生

祝
金
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
の

無
償
化
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
副
食
費

の
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
並
び
に
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
償
化
に
係
る
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の
で
す

が
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境

を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
成
長
過

程
に
応
じ
た
保
育
、
教
育
並
び
に
医
療

な
ど
、
子
育
て
世
帯
に
係
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
重
要
な
施
策

を
先
駆
け
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
小
中
学
校
給
食
費
の
全

県
無
償
化
や
子
育
て
支
援
の
た
め
に
新

た
な
市
町
村
交
付
金
制
度
の
創
設
を
検

討
し
て
い
る
た
め
、
今
後
３
月
末
に
県

が
開
催
す
る
担
当
者
説
明
会
を
踏
ま

え
、
関
係
各
課
と
協
議
し
な
が
ら
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
子
育
て

支
援
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
で
も
子
ど
も
関
連
政
策
の

強
化
に
向
け
て
、
児
童
手
当
の
高
校
生

ま
で
の
対
象
拡
大
と
多
子
世
帯
増
額
や

多
子
世
帯
へ
の
大
学
等
の
授
業
料
無
償

化
な
ど
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
ス
チ
ュ
ー
ベ

ン
を
宣
伝
す
る
た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
に
、
つ
が
る
に
し
き
た
農
協
と
一

緒
に
愛
知
県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
３
店
舗
の
ほ
か
、
五
所
川
原
中
央
青

果
や
生
産
者
と
一
緒
に
大
田
市
場
へ
、

さ
ら
に
は
弘
前
中
央
青
果
や
生
産
者
と

一
緒
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
森
店
へ

出
向
き
、
合
計
５
か
所
で
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

以
降
、
平
成
28
年
度
に
は
５
か
所
、

平
成
29
年
度
に
は
２
か
所
、
平
成
30
年

度
に
は
３
か
所
、
令
和
元
年
度
に
は
３

か
所
で
、
産
地
市
場
や
生
産
者
な
ど
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
、
令
和
２
・
３
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
ま
た
令

和
４
年
度
と
今
年
度
は
大
雨
災
害
や
高

温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
、
収
穫
量
の

減
少
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ほ
か
に
も
、
10
月
初
旬

に
は
津
軽
ぶ
ど
う
協
会
の
役
員
と
一
緒

に
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
収
穫
し
た

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
紹
介
、
道
の
駅
つ
る

た
で
開
催
さ
れ
る
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
ぶ
ど

う
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
併
せ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て
で
す
が
、
首
長
が
宣
伝
マ
ン
と
な

り
、
町
や
地
域
、
地
元
特
産
品
な
ど
を

売
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
活

動
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
販
路
拡
大
に
向

け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
今
後
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
一
層
、
生
産
者
を

は
じ
め
関
係
者
と
連
携
し
た
取
組
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
鶴
の
舞

橋
を
は
じ
め
、
地
元
特
産
品
や
誘
客
な

ど
、
観
光
に
関
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
長

④
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　

現
在
、
鶴
田
中
学
校
の
部
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
に
興
味
、
関
心

の
あ
る
生
徒
が
自
主
的
、
自
発
的
に
参

加
し
、
各
部
活
動
の
責
任
者
の
指
導
の

下
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
13
の
運
動
部
と
２
つ
の
文
化

部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
働
き
方
改
革
に
伴
い
、
国
で

は
令
和
４
年
12
月
に
学
校
部
活
動
及
び

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
公
立
中
学
校
に
お
い
て
学
校

と
地
域
と
の
連
携
、
協
働
に
よ
り
、
生

徒
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動
の
場

と
し
て
新
た
に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地

域
に
お
け
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

芸
術
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

休
日
に
お
け
る
地
域
の
環
境
の
整
備
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
、
ま
た
平
日
に
お
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議 会 の 窓

け
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
示
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
県
の

部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
を
活
用
し
、

３
つ
の
運
動
部
に
４
名
の
指
導
員
を
配

置
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
中
学
校
の
要

望
に
よ
り
７
名
に
拡
充
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移

行
し
て
同
様
に
指
導
し
て
い
た
だ
く
に

は
、
活
動
日
数
や
活
動
時
間
の
制
約
、

さ
ら
な
る
指
導
員
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
部
活
動

と
い
う
位
置
づ
け
の
中
で
、
地
域
の

方
々
に
外
部
指
導
者
と
い
う
形
で
入
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
休
日
の
活
動
を

外
部
指
導
者
の
み
と
す
る
こ
と
と
し
、

地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
関

係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

１
点
目
の
鶴
田
町
の
経
済
状
況
に
つ

い
て
、
原
料
費
や
資
材
、
従
業
員
を
雇

う
賃
金
の
高
騰
等
が
認
め
ら
れ
、
小
売

店
や
飲
食
関
係
は
、
苦
し
い
状
況
に
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ロ

ゼ
ロ
融
資
の
元
本
の
返
済
が
始
ま
っ
て

お
り
、
普
段
の
生
活
の
収
入
以
上
に
支

出
が
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
、
町
の
経
済
状
況
は
、
決
し
て
よ
い

も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
何
か
考
え
た
と
き
に
、
や
は
り

鶴
田
町
の
商
店
街
並
び
に
飲
食
店
等
々

を
積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
誘
導
し
て
い
く
よ
う
な
方
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
成
人
式

並
び
に
実
年
式
、
そ
の
他
褒
賞
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
き
に
、
何
か
補
助

を
し
て
町
の
飲
食
店
街
に
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
活
動
も
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
補
助
を
出
し
な

が
ら
町
の
商
店
街
を
活
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
な
支
援
策
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

２
点
目
の
子
ど
も
を
２
人
目
、
３
人

目
生
め
る
環
境
へ
に
つ
い
て
で
す
が
、

県
の
施
策
と
し
て
給
食
費
無
償
化
を
や

る
と
い
う
話
で
、
新
聞
を
見
て
お
り
ま

す
と
、
給
食
費
の
無
償
化
を
先
行
で
や

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
財
源

を
そ
れ
に
充
て
る
の
で
は
な
く
、
新
た

な
子
育
て
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
と
い
う
意
味
で
交
付
す
る
と
い
う

ふ
う
に
見
て
お
り
ま
す
。

　

今
現
在
鶴
田
町
で
、
単
純
に
言
う
と

夫
婦
２
人
で
子
ど
も
を
２
人
生
め
ば
人

口
維
持
で
、
１
人
だ
と
１
減
な
ん
で
す
。

最
近
の
調
査
で
い
く
と
、
合
計
特
殊
出

生
率
、
平
成
25
年
か
ら
平
成
29
年
の
数

値
が
１
．
３
８
。
一
生
で
女
性
の
方
が

産
む
出
産
数
１
．
３
８
は
、
２
人
に
達

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
の
出
生
数
を
見
て
み

ま
す
と
、
平
成
25
年
が
91
人
、
平
成
26

年
が
76
人
、
平
成
27
年
が
80
人
、
平
成

28
年
が
68
人
、
平
成
29
年
が
65
人
、
こ

の
間
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
．
３
８

で
す
。
そ
の
後
の
調
査
結
果
が
ま
だ
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
出
生
数
だ
け
で
い
い

ま
す
と
、
平
成
30
年
は
64
人
、
令
和
元

年
が
60
人
、
令
和
２
年
が
56
人
、
令
和

３
年
が
45
人
、
令
和
４
年
が
44
人
、
平

成
25
年
の
91
人
に
比
べ
ま
す
と
、
も
う

半
減
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
２
人
目
、

３
人
目
を
持
ち
た
い
と
い
う
夫
婦
の
と

こ
ろ
に
後
押
し
が
で
き
て
い
な
い
と
私

は
考
え
ま
す
。
新
し
い
調
査
で
は
１
．

３
８
を
下
回
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
消
費
も
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
経
済
活
動
も
で
き
ま
せ

ん
。
し
っ
か
り
と
２
人
目
、
３
人
目
、

多
く
生
め
る
よ
う
な
鶴
田
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
対
応
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
点
目
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
で
す
。
先
ほ
ど
町
長
は
ス
チ
ュ
ー
ベ

ン
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
販
路
拡
大
な
ど
や
ら

れ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
ま
だ
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

が
考
え
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、
ト
ッ

プ
と
ト
ッ
プ
が
会
え
る
と
い
う
こ
と
が

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
町
の
ト
ッ

プ
は
町
長
で
、
会
社
の
ト
ッ
プ
は
社
長

で
す
。
そ
こ
が
ト
ッ
プ
会
談
で
き
る
と

い
う
の
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
す
。

　

町
全
体
を
見
て
、
鶴
の
舞
橋
、
観
光

名
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宿
泊
施
設
が

な
い
た
め
に
ほ
と
ん
ど
泊
ま
ら
ず
素
通

り
で
、
町
に
本
来
は
落
ち
て
い
る
お
金

が
落
ち
て
い
な
い
状
況
を
考
え
る
と
、

例
え
ば
ど
こ
か
の
ホ
テ
ル
の
社
長
に
直

談
判
し
に
行
く
こ
と
も
一
つ
。
あ
と
鶴

田
町
の
産
業
構
造
の
中
で
は
働
く
場
所

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

例
え
ば
今
熊
本
で
話
題
と
な
っ
て
い

る
、
半
導
体
の
工
場
が
来
た
こ
と
に
よ

っ
て
賃
金
も
上
が
っ
て
い
る
し
、
町
が

す
ご
く
潤
っ
て
い
る
、
土
地
の
価
格
も

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
結
局
は
ト
ッ
プ
会

談
が
な
せ
る
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

町
の
特
産
品
を
消
費
者
に
届
け
る
と

い
う
こ
と
も
当
然
必
要
で
す
が
、
さ
ら

に
上
の
次
元
で
、
鶴
田
町
の
ホ
テ
ル
、

宿
泊
施
設
が
足
り
な
い
か
ら
経
済
を
ど

う
し
よ
う
か
と
か
、
町
民
の
仕
事
、
雇

用
す
る
場
を
ど
う
す
る
と
か
、
そ
の
辺

も
し
っ
か
り
と
考
え
、
ト
ッ
プ
会
談
で

き
る
の
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
＝
町
長

　

経
済
状
況
に
つ
い
て
で
す
け
ど
も
、

経
済
の
約
50
％
は
個
人
消
費
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
商
店
街
で
皆
さ
ん

に
買
物
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
や
っ

ぱ
り
町
民
の
可
処
分
所
得
が
増
え
て
い

か
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
消
費
が
上
向

い
て
い
か
な
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う

に
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
賃
上
げ
も
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ

し
、
最
低
賃
金
も
ま
だ
ま
だ
中
央
と
の

格
差
が
あ
る
し
、
も
っ
と
も
っ
と
上
昇

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
ほ
う
で
も
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
商
品
券
を
交
付
し
た
り
、
ま
た
商

工
会
に
補
助
金
を
出
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
交
付
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、

あ
る
い
は
水
道
の
基
本
料
金
の
無
償
化

を
し
て
、
少
し
で
も
使
え
る
お
金
を
下

支
え
し
て
い
く
施
策
等
を
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
町
民
の
可
処
分

所
得
を
少
し
で
も
下
支
え
し
て
い
く
た

め
の
努
力
は
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
合
計
特
殊
出
生
率
、
誕
生

し
た
子
ど
も
の
人
数
に
つ
い
て
今
お
話

が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
人
口
を
増
や
し

て
い
く
、
増
や
す
ま
で
も
急
激
に
下
が

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

知
事
が
言
っ
て
い
る
に
合
計
特
殊
出
生

率
２
以
上
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
と
私
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
合
計
す
れ
ば
１
億
１
千
万

円
の
支
援
を
し
て
お
り
、
県
の
ほ
う
で

給
食
費
無
償
化
実
施
を
し
て
い
る
市
町

村
に
対
し
て
子
育
て
支
援
の
交
付
金
を

交
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ

の
使
い
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
も
、
高
校
生
ま
で
の
児

童
手
当
の
拡
充
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
今

国
会
の
ほ
う
で
審
議
を
さ
れ
て
ご
ざ
い

ま
す
。
や
は
り
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
、
町
、
一
体
と
な
り
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
財
源
と

も
相
談
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
前
向
き
に
支
援
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
で
す

が
、
私
は
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
青
森
県

の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
の
で
、
知
事
が
先
頭

に
立
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
。

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
に
つ
い
て
は
、
全
国
の

中
で
青
森
県
鶴
田
町
が
一
番
生
産
量
が

多
い
町
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
自
ら

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
皮
を
残
す
食
べ
方
が
、

ま
だ
若
い
人
を
中
心
に
知
れ
渡
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
食
べ
方
か
ら
や
っ
ぱ
り

教
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
ま
た
、

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
最
大
の
特
色
で
あ
る

甘
さ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
販
売
価
格
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
消
費
さ
れ
て

い
く
よ
う
に
こ
れ
ま
で
も
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
小
関
議
員
か
ら
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
ホ
テ
ル
だ
と
か
企
業
だ
と

か
い
ろ
ん
な
お
話
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

（再
々
質
問
）

　

鶴
田
町
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
個
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現
在
、
町
観
光
協
会
が
主
催
で
桜

ま
つ
り
を
、
つ
る
た
ま
つ
り
は
運
営

委
員
会
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
活

力
向
上
、
商
店
街
の
活
性
化
、
地
元

の
伝
統
文
化
の
継
承
を
基
に
、
継
承

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
融
合
し
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

・ 

桜
ま
つ
り
、
つ
る
た
ま
つ
り
な
ど
四

季
を
通
し
た
ま
つ
り
を
行
う
に
は
、

主
催
組
織
を
一
本
化
し
て
再
編
す
べ

き
と
思
い
ま
す
。

・ 

新
た
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
発
掘
の

た
め
、
役
場
職
員
、
若
手
町
民
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編
成
し
、
先
進
地
の

ま
つ
り
な
ど
研
修
す
る
機
会
を
設
け

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

職
員
の
研
修
は
、
主
に
青
森
県
自

治
研
修
所
で
初
任
者
研
修
、
担
当
業

務
の
専
門
研
修
な
ど
を
受
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
町
を
担
う
若
手
行
政
職
員
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
民
間
講
師

を
招
い
て
の
研
修
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
の
庁
舎
内
研
修
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

人
消
費
を
伸
ば
す
下
支
え
、
確
か
に
個

人
の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部

分
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
誘
導
す
る

施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
鶴
田
町
の

人
が
町
の
中
に
お
金
を
落
と
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
誘
導
す
る
支
援
策
が
必
要

で
あ
る
と
私
は
話
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
町
長
が
話
し
て
い
る
水
道

料
金
の
減
免
と
か
を
否
定
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
そ
こ
で
浮
い
た
お
金
を
町

の
中
で
積
極
的
に
使
っ
て
い
た
だ
く
、

背
中
を
押
す
よ
う
な
支
援
策
を
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
原
料
費
も
資
材
費
も

高
騰
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
値
上
が

り
し
て
い
る
中
で
雇
用
し
て
い
る
人
た

ち
の
賃
金
も
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
中
小

企
業
、
お
店
の
人
た
ち
は
売
上
を
上
げ

な
い
と
い
け
な
い
。
売
上
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
町
が
積
極
的
に
町
内
の
中
で

買
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
経
済
の
循
環
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、
賃
金
も
上
げ

ら
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
を
し
っ
か
り

理
解
し
な
が
ら
、
町
の
経
済
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
で
す
。
町
長
の
子
ど
も
の
政

策
に
つ
い
て
は
、
１
人
目
も
２
人
目
も

３
人
目
も
み
ん
な
平
等
の
政
策
で
す
。

１
．
３
８
を
よ
り
２
に
近
づ
け
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
２
人
目
、
３
人
目

を
産
む
人
に
追
加
支
援
が
必
要
だ
と
私

は
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
確
か
に
１
人

目
の
支
援
策
も
当
然
必
要
で
す
が
、
そ

れ
だ
と
１
．
０
か
ら
増
え
て
い
か
な
い

ん
で
す
。
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は

夫
婦
２
人
で
２
人
は
産
ま
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
だ
か
ら
、
２
人
目
、
３
人
目
に

は
げ
た
を
履
か
せ
る
よ
う
な
支
援
策
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
を
見
ま
す
と
、
今
学
校
給
食
費

の
話
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
策
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
県
の
方
針
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
そ
の
お
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

２
人
目
、
３
人
目
が
気
持
ち
よ
く
生
め

る
よ
う
な
鶴
田
町
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

３
点
目
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
で
す
。
先
ほ
ど
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
の

話
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
低
賃
金

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
企
業
の
誘
致
、

そ
う
い
う
も
の
が
必
要
で
あ
る
し
、
観

光
地
と
し
て
魅
力
を
増
す
た
め
に
は
ホ

テ
ル
、
宿
泊
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
も

話
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
が
で
き
れ
ば
、

そ
こ
の
従
業
員
、
鶴
田
町
の
人
も
勤
め

る
人
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

い
く
ら
鶴
の
舞
橋
を
お
金
か
け
て
修

繕
し
て
も
、
た
だ
素
通
り
で
鶴
田
町
に

お
金
が
落
ち
な
い
ん
で
あ
れ
ば
、
効
果

と
し
て
は
薄
い
の
か
な
と
感
じ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
ホ

テ
ル
の
社
長
な
り
、
企
業
の
社
長
な
り
、

そ
う
い
う
方
々
と
会
っ
て
、
し
っ
か
り

話
を
つ
け
る
ト
ッ
プ
会
談
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
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町
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
お
金
を

町
で
循
環
さ
せ
て
い
く
話
を
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
も
そ
れ
は
賛
成
で
す
し
、
こ

れ
ま
で
も
そ
う
い
う
姿
勢
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
普
通
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
町
業
者
で
や
れ
る
仕
事
に
つ
い

て
は
町
で
や
っ
て
も
ら
う
。
し
か
し
、

町
で
で
き
な
い
仕
事
に
つ
い
て
は
、
西

北
、
五
所
川
原
圏
域
を
中
心
に
し
て
、

こ
の
地
域
に
お
金
が
落
ち
て
い
く
よ
う

に
、
私
は
こ
の
間
普
通
建
設
事
業
に
つ

い
て
そ
う
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
き
た

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
確
実
に
商
店
街
に
お
金
が
落

ち
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
や
っ
ぱ

り
商
品
券
が
一
番
有
効
だ
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

商
工
会
と
ま
た
相
談
を
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
子
ど
も
の
２
人
目
、
３
人
目

に
格
差
を
つ
け
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、
内
部
で
今
後

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て
、
観
光
に
つ
い
て
は
現
在
、
町
内

の
宿
泊
施
設
と
の
兼
ね
合
い
も
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
お
金
を
町
に
落

と
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
滞
在
時
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
の

で
、
前
に
議
会
の
中
で
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う

ふ
う
な
考
え
方
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
に
つ
い
て
は
今
人
手
不

足
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
昨
年
拡
張
い
た
し
ま
し
た
ハ

イ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
青
森
、
青
森
県
の

中
で
も
数
少
な
い
半
導
体
等
の
工
場
で

ご
ざ
い
ま
す
。
正
月
の
東
奥
日
報
で
も

大
き
く
、
県
内
あ
る
い
は
東
北
の
半
導

体
企
業
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
に
津
軽
地
域
で
は
ハ
イ
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
青
森
と
五
所
川
原
の
富

士
電
機
、
こ
の
２
つ
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
県
で
も
地
元
に
若
い
人
に
残

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
元
企
業
と
の

連
携
や
紹
介
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
の
小
関
議
員
の
趣
旨
を
生
か
し

な
が
ら
、
町
で
も
地
元
の
企
業
を
何
ら

か
の
形
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

一
戸 

雅
人 

議
員

所
属
会
派　

幸
志
会

① 

今
後
の
桜
ま
つ
り
・
つ
る
た
ま
つ
り

に
つ
い
て

② 

町
行
政
を
担
う
職
員
の
知
識
向
上

の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て

・ 

現
状
の
職
員
研
修
の
状
況
と
今
後
町

行
政
を
担
う
職
員
に
必
要
な
研
修
な

ど
考
え
て
お
り
ま
す
か
。

答
弁
＝
町
長

①
今
後
の
桜
ま
つ
り
・
つ
る
た
ま
つ
り
に
つ

い
て

　

町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
桜
ま
つ
り

は
、
平
成
19
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
は
、
４
月
22
日
、
23
日
を
開
会
式

を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
と
し
、
西

中
野
獅
子
舞
の
披
露
、
吸
盤
綱
引
き
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

つ
る
た
ま
つ
り
は
、
運
営
委
員
会
を

組
織
し
て
昭
和
60
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
は
２
日
間
の
日
程
で
、「
ま

つ
り
の
文
化
の
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
、

ね
ぶ
た
紙
貼
り
体
験
、
は
や
し
体
験
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ね
ぶ
た
合
同
運
行

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
ま
つ
り
も
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
協
議
、
決
定
を
し
て
開
催
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
開

催
内
容
を
基
本
に
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
規
制
に
よ
る
内
容
の
変
更
、
廃
止
も

含
め
、
委
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
変

化
、
改
良
し
な
が
ら
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

事
務
局
は
、
ど
ち
ら
の
組
織
も
商
工

会
に
置
き
、
商
工
会
事
務
局
職
員
、
町

企
画
観
光
課
観
光
班
職
員
が
協
力
し
て

事
務
を
担
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

「
主
催
組
織
を
一
本
化
し
て
再
編
す

べ
き
」
と
の
ご
意
見
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
編
成
し
、
先
進
地
の
祭
り
な
ど
研

修
す
る
機
会
を
設
け
た
ら
ど
う
か
」
と

の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
昨
今
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
祭

り
が
復
活
で
き
ず
、
廃
止
決
定
さ
れ
る
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報
道
を
見
聞
き
し
、
当
町
に
お
い
て
も

人
手
不
足
や
担
い
手
育
成
、
各
種
規
制

強
化
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
内
容
見
直
し
な

ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
組

織
の
再
編
や
祭
り
運
営
の
見
直
し
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

祭
り
を
魅
力
的
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
つ
る
た
ま
つ
り
運

営
委
員
会
委
員
、
商
工
会
、
観
光
協
会

と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
協
議
、

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
町
行
政
を
担
う
職
員
の
知
識
向
上
の
た

め
の
研
修
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
機
会
の
確
保
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
に
も
あ
り
ま

す
青
森
県
自
治
研
修
所
が
行
う
研
修
で

は
、
新
採
用
者
研
修
や
主
査
研
修
、
主

幹
研
修
、
管
理
者
入
門
研
修
や
課
長
研

修
な
ど
、
職
員
の
階
層
別
に
実
施
さ
れ

る
研
修
の
ほ
か
、
税
務
新
任
者
研
修
や

固
定
資
産
税
研
修
な
ど
、
部
局
別
研
修

な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
制
執
務
研
修
や
ク
レ
ー
ム

対
応
研
修
、
交
渉
力
向
上
研
修
、
人
と

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
研
修
、

職
場
の
業
務
の
見
直
し
、
ス
リ
ム
化
研

修
な
ど
、
職
員
自
ら
の
参
加
希
望
に
基

づ
い
て
参
加
さ
せ
る
選
択
研
修
に
も
参

加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

県
外
へ
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
公
益

財
団
法
人
全
国
市
町
村
研
修
財
団
が
主

催
す
る
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
、
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
研
修
に
も
参
加

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
が
主
催
す
る
研
修
に
つ
い

て
は
、
民
間
の
外
部
講
師
を
役
場
庁
舎

に
招
い
て
の
対
面
研
修
の
ほ
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
面
研
修
で
は
、
人
事
評
価
被
評
価

者
研
修
の
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
や
自
殺
対
策
研
修
な
ど
の
自
己
管
理

に
係
る
研
修
を
開
催
し
て
お
り
、
今
月

18
日
に
は
来
年
度
か
ら
始
ま
る
定
年
延

長
制
度
を
踏
ま
え
、
公
務
員
の
定
年
延

長
に
伴
う
職
員
の
活
用
研
修
の
開
催
も

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
は
、
民
間
業
者

に
委
託
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
職
員
の
研
修
の
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
が
速
い
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
地
域
の
行
政
需
要

は
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
ご
質
問

に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
の

将
来
を
担
う
若
手
職
員
の
育
成
に
向
け

て
は
Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
を
は
じ
め
と
す
る

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
職
員
の
意
識
改

革
並
び
に
資
質
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
の
研
修
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

祭
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
的
と
手

段
が
あ
り
ま
す
。
祭
り
の
目
的
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
活
力
向
上
、
商
店
街
の

活
性
化
、
地
元
の
伝
統
文
化
の
継
承
、

そ
う
い
う
目
的
を
持
っ
て
進
め
る
。
毎

年
４
月
、
８
月
、
す
ぐ
祭
り
が
来
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
今
年
ど
う
な
る
の

か
な
と
い
う
期
待
感
も
あ
り
ま
す
。

　

当
初
３
３
０
ｍ
の
の
り
巻
き
ず
し

は
、
目
的
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
人
を

集
め
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
に
１
千
名
ほ
ど
か

か
っ
て
一
つ
の
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る

と
い
う
、
そ
の
期
待
感
と
い
う
部
分
で
、

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
人
を
集
め
る
た
め
の

手
段
で
あ
り
ま
す
。
目
的
は
、
や
は
り

私
が
先
ほ
ど
述
べ
た
の
が
目
的
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
早
め
に
前
に
進

め
る
形
で
、
町
長
が
中
心
と
な
っ
て
組

織
づ
く
り
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
核
と

な
っ
た
観
光
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
職
員
の
研
修
の
関
係
で
す

が
、
ぜ
ひ
我
々
町
民
、
町
民
以
外
の
方

も
役
場
に
入
っ
た
瞬
間
、「
に
こ
っ
」

と
笑
え
る
よ
う
な
笑
顔
の
あ
る
職
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
現
在
鶴
小
の
子
ど
も
た
ち
が
横
断

歩
道
を
渡
る
と
き
挨
拶
を
し
て
手
を
挙

げ
て
、
そ
の
後
ま
た
挨
拶
を
し
ま
す
。

　議会運営委員会委員長の小関優です。

  議会運営委員会とは、議会をスムーズに運営するための話し合いを行う委員会で、議会の中心的な役割を持つ委員会

となっています。

  例えば、定例会の日程や本会議の進行手順、議会に関するルールなどについて話し合ったりしています。

  現在、議員の成り手不足が全国的な問題となっているため、議会について知ってもらえるように、広報活動（議会の

インターネット配信など）を計画しています。

  また、議員報酬や議員定数の最適化等についても調査してまいります。

つるたまち議会活動報告つるたまち議会活動報告 VOL.2（文責：小関優）

非
常
に
気
分
が
い
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

現
状
悪
い
と
は
言
わ
な
い
で
す
が
、
入

っ
た
瞬
間
気
持
ち
が
い
い
役
場
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
の
辺

を
皆
さ
ん
で
ご
検
討
い
た
だ
い
て
、
い

い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答
弁
＝
企
画
観
光
課
長

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
事
務
方
と
し
て
も
今
後
関
係
団

体
、
役
員
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
意
思

確
認
も
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
総
務
課
長

　

職
員
の
研
修
に
つ
い
て
の
再
質
問
の

中
で
、
町
民
の
方
々
が
役
場
に
入
っ
た

と
き
に
気
持
ち
が
よ
い
、
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
な
役
場
の
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
。
私
ど
も
も
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
一

番
の
基
本
で
あ
ろ
う
と
認
識
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
が
速
い
、
こ
う
い
う
中

で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
職
員
の
資
質
向

上
に
努
め
て
い
く
と
い
う
の
は
常
時
の

課
題
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
で
い
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
資
質
向
上
に
向
け
た
研

修
を
継
続
し
ま
し
て
、
町
民
の
方
々
が

気
持
ち
よ
く
役
場
に
来
ら
れ
て
事
務
を

進
め
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

9 広報つるた　No.763



交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

 ークワードに挑戦シ
　毎年5月10日～ 16日は愛鳥週間です。下の

文字から縦・横・斜めに隠れている、野鳥を7

つ消してください。残った5文字を組み合わ

せた言葉が答えです。

応募締切

6/3
（月）

必　着

◎賞品提供

　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

ス ズ メ ツ ワ

ト ガ バ ウ マ

ビ メ ウ グ ガ

イ キ ズ イ モ

ワ ジ ラ ス キ

【クイズの解き方】

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記

入）、年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、

次の宛先までお送りください。

　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

　　　　　　　　  鶴田町役場企画交流課　計画係　行

　正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃ

で使える「スチューベンぶどうケーキ引換券」と町より「つ

るりんグッズ」を5名様にプレゼントします。 

応募方法

■問い合わせ先

　公益財団法人　交通遺児育英会

　☎：03-3556-0773

　【HP】http://www.kotsuiji.com

　（公財）交通遺児育英会では、交通遺児の進学を

支援します。

▽対象

　 保護者が交通事故で死亡・重度後遺障害とな

った家庭の高校生以上の子ども
▽支援内容

　・奨学金：月額2万円～ 10万円（無利息）

　・入学一時金： 20万円～ 80万円（1回限り）

　※返済期間は最長 20年
▽その他

　・入学前の予約申請制度あり

　・ 海外語学研修、奨学生の集いなど高校生向

け制度あり（本会が費用負担）

　・ 学生寮、家賃補助など大学生・専修生向け

制度あり

ツ ツ ジ シ ア
リ ポ ピ ー ネ
ン フ ン サ モ
ゴ ジ ク バ ネ
キ ラ ツ ラ ガ

★ 4 月号の答え 【シークワード 4月号の解答】

「シンガッキ」 
○キーワード（春に咲く花）

【4 月号当選者（応募総数 20 通）】

飛鳥政子さん、PN「小町」さん、

長内信子さん、PN「まりちゃん」

さん、渋谷順子さん

ツツジ、アネモネ、リンゴ、ポ

ピー、フジ、サクラ、バラ

▲ 5月号クイズ景品

　「スチューベンぶどうケーキ」

　今月のクイズ賞品　今月のクイズ賞品

交通遺児交通遺児のの進学進学をを支援支援

　詳細についてホームページまたは下記にお問い

合わせください。

ｰ道路交通法により自動車の運転者は運転の際ｰ

・ シートベルトを着用すること

・ 同乗者にシートベルトを着用させること

・  6歳未満の子どもにチャイルドシートを使用させること

が定められています。

 シートベルト・チャイルドシートの徹底を！ 

青森県 全国

運転席 99.6％ 99.2％

助手席 98.4％ 97.1％

後部席 41.1％ 43.7％

チャイルド
シート

75.0％ 76.0％

■シートベルト着用状況調査　令和 5年の調査では、青森県

の後部座席の着用率は約 4 割で

全国平均を下回る結果になって

います。

　また、チャイルドシートの使

用率も全国平均を下回ってお

り、約 2 割以上がチャイルドシート

を正しく使用していない状況です。

「スピードが出ていないから大丈夫」

「子供を抱っこしてるから大丈夫」

という交通事故が発生しています。

と考えていませんか？

○ チャイルドシートを使用せず、 事故の衝撃でダッシュボードや

窓ガラスに体をぶつけ、 大けがを負う

○車内から外に放り出されて全身に大けがを負う

※ 広報つるた4月号「シークワードに挑戦」にて、「残った6文字を組み合わせた

言葉が答え」とありましたが、正しくは5文字でした。お詫び申し上げます。

102024年（令和6年）5月号



鳥
た
ち
は
ど
こ
に
か
く
れ
る
春
の
空

　

　

　

　

　

　

　

織

田

信

部
活
帰
り
春
夕
焼
け
が
ま
ぶ
し
い
な誠

也

花
の
雨
き
ら
き
ら
き
れ
い
写
真
よ
り

　

　

　

　

　

　

ゆ

づ

ま

る

つ
く
し
ん
ぼ
隣
の
葉
っ
ぱ
と
せ
い
く
ら

べ　

　

　

　

　

　

　

　

徠

奈

公
園
を
歩
け
ば
あ
ま
く
梅
の
花

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

ほ
ほ
に
当
た
る
風
ひ
ん
や
り
と
春
の
に

お
い

　

　

　

　

　

　

　

　

落

葉

桜
餅
ほ
お
ば
る
頬
に
日
の
香
り

樹

初
桜
サ
ド
ル
に
乾
く
鳥
の
糞

　

　

　

　

　

　

　

　

刃

心

広
報
文
芸
コ
ー
ナ
ー

作　

川
柳
鶴
田
吟
社
、
鶴
田
短
歌
会
、
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ

春
彼
岸
桜
前
線
待
ち
わ
び
て
生
き
て
ゐ

る
か
ら
風
が
身
に
し
む

松

山

裕

子

橋
脚
を
打
つ
さ
ざ
波
の
音
聞
こ
ゆ
朝
日

輝
く
鶴
の
舞
橋

棟

方

文

雄

「
ば
ば
抜
き
」
に
負
け
た
と
泣
い
た
幼
子

よ
学
ラ
ン
の
似
合
う
中
学
生
に

　

　

　

　

　

　

山

谷

テ

ル

川
柳
鶴
田
吟
社
四
月
句
会
作
品

老
母
の
背
な
産
湯
の
よ
う
に
洗
っ
て
る

成
田
あ
き
子

春
だ
な
あ
メ
モ
い
っ
ぱ
い
の
カ
レ
ン
ダ
ー

工
藤
り
ん
子

毎
月
の
値
上
げ
予
告
に
出
る
吐
息

下
山
ゆ
め
子

今
の
世
の
現
実
で
も
ね
花
は
咲
く

田

中
　

薫

あ
り
が
と
う
と
夕
べ
亡
き
妻
夢
で
告
げ

永
月
し
ん
や

天
国
も
地
獄
も
告
げ
る
通
せ
ん
ぼ

香

田

龍

馬

酒
と
甘
味
い
け
る
我
は
二
党
流

下
山
し
ょ
う
え
い

春
告
げ
る
花
と
肴
に
酔
い
し
れ
る

阿
部
ひ
ろ
ゆ
き

父
告
げ
る
家
族
守
っ
て
皆
笑
顔奈

良

二

郎

独
り
立
ち
す
る
子
を
万
歳
で
送
る

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ
四
月
作
品

鶴
田
短
歌
会
四
月
作
品

■ 

鶴
田
短
歌
会　

事
務
局　

　

棟
方
文
雄

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３
（
22
）
５
１
０
３

佐

藤

倫

生

老
い
の
箸
焦
ら
ず
除
く
鯵
の
棘菊

地

志

樹

光
る
子
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
愛
と
ム
チ

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

弥
生
月
は
我
が
誕
生
日
嫁
と
孫
が
も
て

な
し
幸
せ
涙
腺
ゆ
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈

良

鉄

子

春
告
げ
ぬ
岩や

ま
木
山
の
頭

か
し
ら

は
残
雪
に
弘
前

の
里
サ
ク
ラ
ほ
こ
ろ
ぶ

　

　

　

　

　

　

永

沢

忠

義

大
鍋
に
よ
も
ぎ
団
子
浮
き
出
し
て
春
彼

岸
で
す
け
の
汁
の
香
と

　

　

　

　

　

　

三

浦

「
お
め
で
と
う
」
と
孫
の
成
長
の
手
紙
に

心
あ
た
た
ま
る
吾
の
誕
生
日中

島

文

子

4月30日現在（前月比）

人口 11,674 人 （-  7人）

男 5,450 人 （- 10人）

女 6,224 人 （+  3人）

世帯  5,375 （＋  9）

出生 2 人 転入 33 人

婚姻 0 組 転出 21 人

死亡 21 人

■ 

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１

公民館図書室に新刊が入荷されました
【本屋大賞受賞】

・ 成瀬は天下を取りにいく /著：宮島 未奈

・  老いの上機嫌 /著：樋口 恵子

・  舟を編む /著：三浦 しをん

・  中野のお父さんと五つの謎

　/著：北村 薫

・  うちゅういちの たかいたかい　（絵本）

　/著：ホッシーナッキー

　鶴田町出身の絵本作家・銀城康子

さんの世界各国の食事を紹介するシ

リーズ。2006年～2023年に25冊刊行。

　管理栄養士の視点から執筆。「食事

からはその国の気候風土、産業、歴

史や文化等、あらゆるものを学ぶ事

ができる」と語っている。

フランスのごはん
文 ： 銀城康子 /

絵 ： マルタン ・ フェノ

戸 籍 の 窓
（4月届出分：敬称略）

※ この欄に載せたくない方は、

届け出の際にくらしの窓口

班へ申し出てください。

町 　 名 死亡者名 年齢

山 道 菊地　長助 89

米 元 中野　掔司 94

相 原 町 中野　昭和 85

駅前通り 神山　元代 88

野 木 三浦　秀壽 67

野 木 秋田　龍一 48

亀 田 佐々木　登 82

掛 元 澁谷　昭子 90

寺 町 石川　カツ 86

亀 田 藤田　國光 94

大 性 石岡　フミ 91

寺 町 木村　一味 93

富士見町 八木橋弘子 90

菖 蒲 川 工藤　訓民 76

横 萢 小坂　正仁 75

境 織田　文雄 90

米 元 工　　キヨ 90

みどり町 齊藤一二三 79

間 山 花田　隆實 92

大 性 石岡　清丸 92

ごめい福を祈ります

お誕生おめでとう

町 　 名 氏　　名 保護者

みどり町 成田　蒼
そう

（崇史） 

鷹 ノ 尾 今　宇
う い

翠 （夢騎） 

ご結婚おめでとう
町　名　　　　  氏　　名 

鶴寿団地

弘前市 （秋元　翔太

大谷　香澄（

図書カードをまだ持っていない方、 興味のある本がございましたらいつでもご相談ください。

（3月届出分）
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5月の町税等納期

○上下水道料金 5月分　 【5/21(火）】

○町営住宅使用料 5月分【5/27(月）】

○固定資産税 1期　　　 【5/31(金）】

○軽自動車税 全期　　　【5/31(金）】

※【　　】納期限日

　口座振替を利用していない方は、

手続き簡単で便利な口座振替のご利

用をご検討ください。

行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に

対する意見や要望、日頃生活する

上での困り事など、さまざまな内

容の相談を受けるための行政相談

と人権相談を行っています。

■期　　　日　6月10日（月）　　

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　　所　 国際交流会館1階 

　　　　　　　101会議室

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員

が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
３
人
の
裁
判

官
と
と
も
に
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
刑
に

す
る
の
か
決
め
る
制
度
で
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
協

力
に
支
え
ら
れ
、
今
年
５
月
で
15
周

年
を
迎
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎ 

０
１
７
（
722
）
５
４
２
１

　

自
動
車
環
境
対
策
の
観
点
か
ら
、
排

出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た

環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
そ
の
排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性

能
に
応
じ
て
税
率
を
軽
減
（
軽
課
）
し
、

初
回
新
規
登
録
か
ら
一
定
の
年
数
を
経

過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
に

つ
い
て
は
税
率
を
重
く（
重
課
）す
る「
自

動
車
税
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
回
新
規
登

録
す
る
自
家
用
の
乗
用
車
に
つ
い
て
は
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
適
用
対

象
が
電
気
自
動
車
等
に
限
定
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
県
税
・

市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
３
１
４
１

　

在
職
中
の
方
を
対
象
と
し
た
試
験

対
策
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▽
講
習
日
時

　

７
月
２
日
・
３
日
・
４
日
・
５
日

　

18
時
～
21
時

▽
会
場

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

▽
受
講
料
・
定
員

　

１
０
０
０
円
・
10
名

▽
募
集
期
限

　

６
月
10
日
（
月
）
ま
で

▽
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
募
集
締
切
日
必
着
）。

※ 

受
講
申
込
書
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

　

☎ 

０
１
７
２
（
32
）
６
８
０
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
７
２
（
35
）
５
１
０
４

　

在
職
中
の
方
を
対
象
と
し
た
試
験

対
策
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▽
講
習
日
時

　

７
月
３
日
・
４
日
・
５
日

　

９
時
～
16
時
（
休
憩
１
時
間
）

▽
会
場

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

▽
受
講
料
・
定
員

　

１
６
０
０
円
・
15
名

▽
募
集
期
限

　

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
３
１
７
１

　

求
人
の
申
込　

：
求
人
企
画
部
門

　

就
職
支
援
全
般
：
専
門
援
助
部
門

　

６
月
１
日
～
10
日
は
「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、

消
防
、
救
急
用
な
ど
私
た
ち
の
生
活

の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
こ
ん
な
大
切
な
通

信
を
妨
害
し
て
私
た
ち
の
生
活
や
、

人
命
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。

■
電
波
の
混
信
・
妨
害
の
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省　

東
北
総
合
通
信
局

　

☎ 

０
２
２
（
221
）
０
６
４
１

　

裁
判
員
制
度
は
、
18
歳
以
上
の
国

　

６
月
１
日
（
土
）
か
ら
県
内
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
令
和
７
年

３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
予
定
者

を
対
象
と
す
る
求
人
申
込
み
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

　

受
理
し
た
求
人
は
７
月
１
日
（
月
）

か
ら
高
等
学
校
に
公
開
さ
れ
、
就
職

を
希
望
す
る
生
徒
は
、
夏
休
み
前
に

応
募
す
る
企
業
の
絞
り
込
み
を
行
い

ま
す
。

　

前
年
度
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川

原
管
内
で
は
、
５
割
以
上
の
求
人
が

６
月
中
に
申
込
ま
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
も
求
人
申
込
み
の
早
期
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
優
秀
な
人
材
の
確
保

の
た
め
に
６
月
中
の
求
人
申
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

裁
判
員
制
度
～

15
周
年
を
迎
え
て
～

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

「第
２
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
事

前
講
習

（上
期
）」
受
講
生
募
集

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。万一、

放送内容が聞き取れなかった場

合、電話で確認できますので、ご

活用ください。

防災無線を聞き逃したら！

自
動
車
税
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化

制
度
に
つ
い
て

◆確認用ダイヤル

　☎ ： 0173-23-2333
※通話料は利用者負担となります

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
事
前
講

習

（指
導
方
法
）
受
講
生
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

高
卒
求
人
の
申
込
み
に
つ
い
て

122024年（令和6年）5月号



 【有料広告】 

　

６
月
12
日
（
水
）
午
前
ま
で

▽
試
験
・
面
接

　

６
月
17
日
（
月
）

▽
応
募
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
受
講
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森

　

☎ 

０
１
７
（
722
）
１
７
７
１

【ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
向
け
説
明
会
】

　

教
員
免
許
更
新
制
が
解
消
さ
れ
、
令

和
４
年
７
月
１
日
以
降
の
免
許
状
の
取

扱
い
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
教
員
免

許
は
あ
る
も
の
の
、
教
員
経
験
の
な
い

方
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
教
職
を
離

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
変
更
後
の
免

許
状
の
取
扱
い
や
、
教
員
の
仕
事
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時

　

６
月
９
日
（
日
）
14
時
～
15
時
30
分

（
説
明
終
了
後
、
個
別
相
談
を
実
施
）

▽
場
所

　

五
所
川
原
合
同
庁
舎
１
階
Ｃ
会
議
室

▽
申
込
方
法

　

電
話
・
メ
ー
ル

※ 

申
込
み
の
際
は
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
所
持
教
員
免
許
状
、
免
許
取

得
年
月
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
教
育
事
務
所　

総
務
課

　

☎ 

０
１
７
３
（
35
）
２
１
７
０

　

 

メ
ー
ル
（E

-
S
E
I
H
O
K
U
@
p
r
e
f
.

aomori.lg.jp

）

　

６
月
12
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
募
集
締
切
日
必
着
）。

※ 

受
講
申
込
書
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

　

☎ 

０
１
７
２
（
32
）
６
８
０
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
７
２
（
35
）
５
１
０
４

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森
で
は
、
求

職
者
の
方
を
対
象
に
、
地
域
企
業
の
人

材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
７
月
期
生
を
募
集
中
で
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
科

▽
訓
練
期
間

　

 

令
和
６
年
７
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
29
日

○
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
科

▽
訓
練
期
間

　

 

令
和
６
年
７
月
２
日
～
12
月
20
日

○
電
気
設
備
技
術
科

▽
訓
練
期
間

　

 

令
和
６
年
７
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
29
日

【共
通
事
項
】

▽
訓
練
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森

▽
定
員
・
受
講
料

　

各
科
15
名
・
無
料
（
教
科
書
代
な

ど
は
別
途
負
担
）

▽
募
集
期
限

　安定的な輸血を行うために、みなさ

まのご理解とご協力をお願いします。

●日時 ： 6月 14日（金） 

　10：00～ 12：00、13：15～ 16：00

●場所 ：  豊明館

●対象年齢： 16歳～ 69歳

※  65歳～ 69歳の方は、60～ 64歳の

間に献血経験がある方に限ります。

・ 青森県新型コロナウイルス感染症

総合電話相談（24時間対応）

　☎：0570-065-965

・厚生労働省電話相談窓口　

　☎：0120-565-653

・役場　子ども健康課　

　☎：22-2111

町の保健
だ よ り 　飛鶴会は、平成 6年に発足し、精

神障害者を家族に持つ方たちが集ま

り、活動している会です。

　当事者の社会復帰を目指し、病気

の理解や家族の役割を学んでいます。

また、家族同士の仲間づくりや当事

者との交流を図りながらボランティ

ア活動も行っています。

【主な活動の様子】

4 月 ： 総会、定例会

5 月～ 9 月 ：  清掃ボランティア

　　　　　　野外研修

10 月 ：  西北五地区家族学習交流会

　　　 定例会

11 月 ： いのちのまつり参加

12 月：クリスマス会

1 月～ 3 月 ： 親睦会、定例会

※ 入会希望の方、また会の活動や詳

しい内容についてお知りになりた

い方は、町保健師までお問い合わ

せください。

献血のお知らせ献血のお知らせ

「「飛飛
ひ づ る か いひ づ る か い

鶴会鶴会」 の会員を募集しています」 の会員を募集しています 悩みを抱えていたら相談してみませんか？悩みを抱えていたら相談してみませんか？

【こころの相談窓口】

●よりそいホットライン

　 生活の中で困っていること等、どん

な悩みでもご相談ください。

　☎：0120-279-338（毎日 24時間対応）

●こころの健康相談統一ダイヤル

　 所在地域の公的な相談機関につな

がります。

　☎：0570-064-556

（ 平日9時～16時、18時 30分～22時）

● NPO 法人あおもりいのちの電話

　☎：0172-33-7830（毎日12時～21時）

※ メール相談は「あおもりいのちの電

話」ホームページから入室

【誰かに話を聴いてほしい】

● 鶴田町傾聴ボランティア 「つるりんの

会」 傾聴サロン

　日時 ：  第 1・第 3月曜日（祝日除く）

13時～ 15時　

　場所 ： 鶴遊館 栄養指導室

　☎：0173-22-2111

　（担当：子ども健康課 健康推進係）

教
員
と
し
て
西
北
地
区
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

公
共
職
業
訓
練
の
受
講
生
募
集

新型コロナに関する各種問い合わせ・新型コロナに関する各種問い合わせ・

医療機関の紹介、 健康面 （後遺症医療機関の紹介、 健康面 （後遺症

含む） ・ 予防方法等の相談含む） ・ 予防方法等の相談
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こちら町の情報局

 【有料広告】 

ＪＩＣＡ海外協力隊募集！ＪＩＣＡ海外協力隊募集！ｰ 「人生なんてきっかけひとつ」 ｰｰ 「人生なんてきっかけひとつ」 ｰ

　独立行政法人国際協力機構（JICA）は、開発途上国で現地の人々と一緒に生活をしながら、互いに学

びあい、人づくり国づくりに参加できる方を募集しています。

【 ＪＩＣＡ海外協力隊2024年春募集説明会】

①八戸市

　▽会場 ： 八戸ポータルミュージアム はっち

　▽日時 ： 6月2日（日）　14時～16時

②青森市

　▽会場 ：  スタートアップセンター青森

　▽日時 ： 6月8日（土）　14時～16時

※参加無料・入退場自由

■問い合わせ先 ：（公社）青年海外協力協会ＪＯＣＡ東北　☎：0223-236-9851

【 ＪＩＣＡ海外協力隊2024年春募集】

募集期間 ： 5月17日 （金） ～ 7月1日 （月）

※ 詳細はJICA 海外協力隊のウェブサイトでご検索

ください。

【JICA海外協力隊WEBサイト】

URL：https://www.jica.go.jp/volunteer/

令和６年度　ことぶき大学令和６年度　ことぶき大学をを開講開講しますします

日　時 内　容 講　師

6/21 ㈮

9 ： 30 ～ 11 ： 15

・開講式

・アレンジフラワー教室
中野フラワー

7/2 ㈫

10 ： 00 ～ 11 ： 15
・「誰一人取り残さない　防災教室」
～能登半島地震　被災地支援活動から～

一般社団法人男女共同参画

地域みらいねっと　

8/6 ㈫

10 ： 00 ～ 11 ： 15
・朗読劇　読み聞かせ

声優劇団　津軽カタリスト

青森支部

9/25 ㈬

9 ： 00 ～ 15 ： 00
・現地学習 津軽藩ねぷた村

10/24 ㈭

10 ： 00 ～ 11 ： 15
・ミニ運動会

11/7 ㈭

9 ： 30 ～ 11 ： 15

・閉講式

・お楽しみ会

■問い合わせ先 ： 鶴田町公民館　☎：0173-22-2818

※ 講座内容は変更になる場

合がございます。

▽開催場所

　鶴田町公民館

▽申込期限

　6月 12日（水）まで

▽申込方法

　 公民館に電話でお申し

込みください。

受講受講

無料無料

　町のお年寄りに学習や活動の場を提供し、健康で生きがいを持ってもらうことを目的とした「ことぶ

き大学」を今年も開講します。
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こちら町の情報局

カレンダー

小さな紙切れなどは紙袋にまとめ、

回収の際に中身が散乱しないよう紙ひもで束ねましょう

上記のものは燃えるごみ （黄色袋） に出してください

◀�紙製容器包装のリサイクルマークがついて

いても、上記のものはリサイクルが困難な

ため燃えるごみに出してください。

⚠注意してください

｢雑｢雑がみ｣がみ｣はは資源資源です！です！

　4月13日（土）、町内の企業・団体、町役場職員による町内のごみを

拾うボランティア活動「クリーン運動」が行われました。

　町では地域環境の美化を目的に、毎年クリーン運動を行っています。

活動場所は役場からJR陸奥鶴田駅周辺や富士見湖パーク周辺。約150人

のボランティアによるごみ拾いは、約30kgのゴミを収集しました。

参加企業 ・ 団体
・（株） みちのく銀行　鶴田支店
・鶴田ライオンズクラブ
・五所川原地区消防事務組合　鶴田消防署
・株式会社 須郷土木（ゴミの運搬協力）

・（株） 青森銀行　鶴田支店
・ハイコンポーネンツ青森株式会社
・鶴の舞橋観光ガイド
・鶴田町役場　

■ 令和６年鶴田町クリーン運動

資源ごみ （紙類）

鶴田町が回収している紙類

①ダンボール ②新聞紙 ・ チラシ

③紙パック ④雑がみ ・ 雑誌

　何げなく、いらなくなった紙類を燃えるごみ（黄色袋）として出していませんか？

　燃えるごみの中には、リサイクルできる紙類の混入が多く見受けられます。これらを分別することで、ごみの減量

や処分費の軽減、環境への負荷も少なくすることができます。

※ 同じ種類ごとにまとめて、古紙収集日に出してください。

雑がみ雑がみにになるものなるもの ＋ 雑がみ雑がみににならないならない

紙袋封筒・はがき

包装紙ティッシュ・

お菓子などの空き箱

その他にも…

○名刺　

○メモ用紙・プリント類

○トイレットペーパーの芯

など

○油等で汚れた紙

○臭いのついた紙

○防水加工された紙

○細かいシュレッダー紙

○感熱紙

○特殊加工紙

○粘着のある紙

紙コップ・紙食器 写真感熱紙やカーボン紙

☆古紙回収は古紙リサイクルセンターでも受付中☆古紙回収は古紙リサイクルセンターでも受付中
（各町内会の集団回収を優先してください）（各町内会の集団回収を優先してください）

■鶴田町古紙リサイクルセンター

　(株)西北五クリーン社　鶴田営業所 （菖蒲川字前田142-3）

　☎：0173-22-2011　午前8時～午後4時まで

　（毎週日曜日・12月31日から1月3日を除く）

　紙ごみの資源化をさらに促進するため、一般家庭や事

業所からの古紙をいつでも無料で受け入れることのでき

る古紙リサイクルセンターを設置しています。

■問い合わせ先 ： 住民環境課 環境対策係　☎：0173-22-2111（内線151、152）

～捨てる
前にちょ

っと待っ
て！～
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庭にフンをされて
困っている

こちら町の情報局

《津軽富士見湖周辺のいきものたち写真展》
　鳥好きな仲間の作品を展示しています。

日時 5 月 12日（日）～ 5月 31日（金）　9：00～ 16：00

鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　☎：0173-22-2692

※展示期間は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

場所

歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ

飼い主のいない猫飼い主のいない猫をを増やさないために！増やさないために！

飼い主のいない猫にエサを与えている方へ

猫を飼っている方へ

■問い合わせ先 ： 住民環境課 環境対策係　☎：0173-22-2111（内線151・152）

　一時的な感情でエサを与えてしまうと、周囲の迷惑になり、かえって不幸な猫を増や

してしまいます。また、エサを与えることで飼い主とみなされ責任を負わなければなり

ません。むやみなエサを与えることはやめましょう。

 猫を地域の嫌われ者にしないためにも、エサを与える以上は、不妊去勢手術、トイレの

設置や清掃、食べ残したエサの片付けなど、猫の管理をきちんとすることが大切です。

　公益財団法人どうぶつ基金では、飼い主のいない猫に関する苦情や、殺処分の減少に寄与するため

に、無料の不妊去勢手術チケットの配布を行っております。

　なお、現在チケットを使用できる動物病院は、県内では八戸市に１箇所、鰺ケ沢町に 1 箇所と少

数であり、動物病院では月毎の受入頭数が限られています。

【URL】 https://www.doubutukikin.or.jp/

飼い主のいない猫への不妊 ・ 去勢手術に対する助成事業

町には飼い主のいない猫に町には飼い主のいない猫に

対する苦情や相談が対する苦情や相談が

多く寄せられています。多く寄せられています。

飼い主のいない猫を増やさないためにも、飼い主のいない猫を増やさないためにも、

皆さんのご協力をお願いします。皆さんのご協力をお願いします。

動物の愛護及び管理に関する法律で、次のように罰則が定められています。動物の愛護及び管理に関する法律で、次のように罰則が定められています。

●愛護動物を殺傷した場合、5年以下の懲役または500万円以下の罰金

●愛護動物を遺棄・虐待した場合、1年以下の懲役または100万円以下の罰金

どこかに連れって
行ってほしい

最近猫が増えてきた

鳴き声が
うるさくて
眠れない

● 去勢 ・

　不妊手術
：
猫は年間20頭以上の子猫を生みます。不用意な繁殖を防ぐために、不妊・去勢手術

を行いましょう。

● 屋内飼育 ： ふん尿のトラブル・病気や事故を防止するために、室内で飼育しましょう。

●身元の表示 ： 連絡先を首輪に付けることで、事故・災害・失踪などの際に早期発見につながります。

●終生飼育 ： 一度飼育した猫は、責任を持って飼い続けましょう。
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元気に産まれてきてくれてあ
りがとう！すくすく健康に育
ってね♥

千島 香さん(桜町）

叶
の あ

愛ちゃんへ

家族からのメッセージ

こちら町の情報局

野菜だしのミネストローネ野菜だしのミネストローネ

　野菜をたっぷり使うだけで、うま味が味わえるスープが作れます。季節の野

菜を入れると、さらにおいしさがアップします。ぜひ、お試しください。

食改
おすすめ
レシピ

1人分：152kcal　塩分1.0g　野菜量144g　調理時間15分

ハサミで切り取ってお使いください。

地場産品を使った料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
①  にんじん、大根はよく洗い、皮ごと0.5㎝の厚さに切り、型抜きする。

型で抜いた残りの部分は角切りにする。

②  玉ねぎ、セロリ、じゃがいも、ベーコンは1cm角に切る。キャベツ

は2cmのざく切りにする。

③  鍋にオリーブオイルを入れ、中火にかける。玉ねぎ、にんじん、セ

ロリ、ベーコンを入れ、しんなりするまで炒める。

④  じゃがいも、大根、カットトマトを入れ、軽く混ぜ、水を入れる。

⑤  沸騰したら弱火にし、キャベツを入れ、5分煮る。マカロニを入れ、

茹で時間分さらに煮込む。塩、こしょうで味をととのえて、盛り付

けたらできあがり。

★ポイント
　人参を型抜きするだけで、いつもと気分が変わります。

　マカロニが入るので、時間がたつとやわらくなりすぎてしまいます。お早

めにお召し上がりください。

　令和 6年 2月に出生届けがありました

赤ちゃんをご紹介します。

◎材料 （4 人分）

にんじん … 1/2本　　大根 …… 100g

玉ねぎ …… 1/2個　　セロリ … 1/2本

ジャガイモ …………………… 1個

ブロックベーコン …………… 50g

キャベツ ……………………… 25g

オリーブオイル ……………… 大さじ 1

カットトマト ………………… 200g

マカロニ ……………………… 30g

水 ……………………………… 600m ℓ　

こしょう ……………………… 少々

塩 ……………………………… 小さじ 1/2

健康第一！元気に大きくな
るんだよ〜！！

佐藤 真美さん(山道）

芯
し ん た ろ う

汰朗ちゃんへ

町新規採用職員町新規採用職員をを紹介します紹介します

初めのうちは至らない点が多々

あると思いますが、業務に一生

懸命取り組み、町民の皆さまの

お役に立てるよう日々努めてま

いります。

對馬  ももこ

子ども健康課 健康推進係

慣れないことばかりで至らぬ点

が多いかと思いますが、笑顔と

挨拶を心がけ、町民の皆さまの

お役に立てるよう努力してまい

ります。

佐藤  彰
あ き と

音

子ども健康課 健康推進係

初めのうちはご迷惑をおかけす初めのうちはご迷惑をおかけす

ることもあるかと思いますが、1ることもあるかと思いますが、1

日でも早く仕事を覚えて、町民日でも早く仕事を覚えて、町民

の皆さまのお役に立てるよう精の皆さまのお役に立てるよう精

進してまいります。進してまいります。

對馬  拳
け ん ゆ う

勇

総務課 行政係

1年目でわからないことばかりで

すが、やさしい先輩方に教えて

もらいながら、精一杯頑張って

いこうと思います。

髙橋  光
こ う と く

徳

税務会計課 資産税係

初めてのことばかりで至らない

点があるとは思いますが、1日で

も早く業務に慣れ、町民の皆さ

まのお役に立てるように努めて

まいります。

加藤  雅
ま さ や

也

企画交流課 計画係

●
誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う
!!!!
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　協力隊の任期も残り 2年。期限内にミッション（事業承継・町のプロモー

ション）を実行しつつ、町内への永住体制を整える必要があります。初年度

は津軽「たんげ」ブランドへの参画、都庁でぶどう販売、有楽町で移住相談

会、ぶどうジュースの海外販売等の活動を通して多くの方々にご助言やサ

ポートをいただき、とても濃い 1 年でした。今年は町内会の班長を担当す

ることになりました。さらに鶴田町や津軽地域を深く知りたいと思いま

す。

　ツル多はげます会の事務局活動では、メディア対応や新会員の受付、会

計などを担当。最近は海外からの問い合わせも増えており、鶴田町の重要

な観光資源だと感じます。頭の光で世界を照らす趣旨にご賛同くださる方

の登録をお待ちしております。

　引き続き空き倉庫やガレージ、ビニールハウスを探しています。情報募

集中です。

Vol.66（筆：毛利精悟）

左：ツル多はげます会例会にて　　　 右：東京、有楽町での移住相談会

Facebook

　地域おこし協力隊
の活動内容は、各種
SNS でも確認するこ
とができます。

Instagram

　4月 27日、第 44回全日本学童野球大会の北郡予選

が町営球場で行われ、町の少年野球チーム鶴田 BBCが

出場しました。

　予選は鶴田、板柳、北津軽連合チームの 3チームの

総当たり戦で行われ、鶴田 BBCは 1試合目の北津軽連

合チームに勝利。2試合目の板柳との試合では、序盤

から相手のペースで試合が運ばれ、2点をリードされ

て迎えた最終回裏の鶴田の攻撃で打線がつながり、

5x－ 4で鶴田のサヨナラ勝ちとなりました。

　予選 1位の鶴田 BBCは、6月 15日・16日に弘前市で

行われる県大会に出場します。

鶴 田 BBC が 県 大 会 出 場 を 決 め る

県大会出場を決めた鶴田 BBC

ダンボールメンコで遊ぶ子どもたち

　春の火災予防運動が4月8日から14日の日程で実施さ

れ、運動前日の7日には鶴田町消防団（下山正彦団長）

が管内全域で広報パレードを行いました。

　パレードでは、査察者の相川町長や下山団長らが町

内15か所の屯所を巡回。各屯所では団員らの出勤状況

の報告、服装や姿勢などの確認を行いました。また、

団員らは日々使用する器具の点検や放水訓練などを素

早く行い、緊急時に即応できる体制を披露していまし

た。

火 の 用 心！ 春 の 火 災 予 防 運 動

　4月13日、地球環境について理解を深めてもらう「ア

ースデイ2024」が国際交流会館で開催され、町内の小

学生が参加しました。

　今回のアースデイは国際交流員のアネイスさんや

ジャクリンさん、町ジュニアリーダーたちが中心にな

って企画。イベントではアースデイの意義や地球環境

について説明したあと、ダンボールとチラシでアート

作品を作成やダンボールできたメンコ遊びが行われ

ました。子どもたちは遊びを通して、普段ごみとして

捨てているものの再利用について学んでいました。

放水訓練を行う消防団員

地球環境について考えるアースデイ

182024年（令和6年）5月号



　町役場の方をはじめ、お世話になっている成田

師匠や住民の方々全員が心優しく、新規就農をす

るにあたりとても心強いです。移住してきたばか

りですが、鶴田町に恩返しができるよう、日々努

力していきたいです。

● 帶川 匠　おびかわ ・ たくみ

任務 ：  スチューベンぶどうの情報発信や販促

　　　ぶどう農家として就農

出身 ： 五所川原市（前住所　埼玉県越谷市）

略歴 ：  五所川原農林高校卒業後、首都圏の木材会社に

就職。その後は埼玉県内の会社に転職して働い

ていたが、地元で農業をやりたい気持ちが芽生

え、町の地域おこし協力隊になることを決意。

　協力隊任用からまる 1 年。スチューベン就農への道はシーズン 2 へと突入

しました。

　シーズン 2 はこれまでの師匠についてのマンツーマンの指導から独立を

見据えた活動へとなります。

　よちよち歩き状態ですが剪定、結束を終え、薬がけ、肥料まきなどを行いま

した。まずは芽が無事に膨らみ出してホッとしております。

　しかしながら、今年も気温が高めに推移しているようで成育が早い早い。

まるでよちよち歩きの私たちを突き放すかのようです。また、ぶどうの枝や

エスター線にも‘ビュン‘と顔を傷つけられることもしばしば。ただの「ちゃ

かし」という説もありますが新参者には厳しいようです。とは言えそれも面

白がりながら、そして今回チャンスをくださり、温かい声をかけてくださる

周りの方への恩と感謝を忘れず真摯に取り組んで参りたいと思います。

Vol.67（筆：葛西 忍）

▲協力隊 2年目の葛西さん。日々の農作業を行い知識を蓄える

Facebook

　地域おこし協力隊
の活動内容は、各種
SNS でも確認するこ
とができます。

Instagram

地域おこし協力隊

帶
お び か わ

川 匠
たくみ

（五所川原市出身）

さ　ん

　4月1日、 新たな地域おこし協力隊として着任した、 帶川匠さんについてご紹介します。

志望したきっかけ
　私は高校卒業後に首都圏の会社に就職しました

が、両親の定年退職を機に青森県に戻ろうと思って

いました。もともと農業に興味があり、特にブドウ

が好きだったため、やるならブドウしかない！と思

っていたところ鶴田町で地域おこし協力隊を募集す

ると聞き、即座に応募しました。

鶴田町に着任して

　父親が鶴田町出身で子供の頃から身近に感じてお

り、都会とは違い空気が綺麗で、町内のどこにいて

も岩木山に見守られている、安心感のある町と思い

ます。

首都圏からＵターン首都圏からＵターン

津軽のぶどう農家を目指す津軽のぶどう農家を目指す
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防災行政無線や登録制メール（つるりんほっとメール）を使用

して、Jアラートの訓練放送を行います。予めご了承ください。

問 ： 総務課 行政係　☎ ： 22-2111 （内線271）

5月 22日水　

11：00ごろ （予定）


